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研究成果の概要（和文）：緊急課題になっている折口信夫のみ整理・未解読資料を解読分析することにより、そ
の全体像を把握し、さらに個別の資料の評価分析を行い、それに基づいて、折口信夫と同じ時代に生きた文学者
の作品に関して資料学的研究を推進した。
その成果は、日本近代文学研究において現在推進されて多くの成果が出ている作品周辺資料の掘り起こしによる
新たな読みへの展開、草稿研究による折口信夫作品の生成論的研究につなげることが可能となり、日本近代文学
研究に新たな視座を加えた。また、古代文学研究においても、新出資料に基づいた新たな受容研究を進めた。

研究成果の概要（英文）：I grasped the perspective by only Shinobu Orikuchi who became the urgent 
problem decoding rearranging, non-decoding document,and analyzing it and analyzed the evaluation of 
the individual document and,based on it,promoted a study of the document study about the work of the
 live literary person in the times same as Shinobu Orikuchi.
Of the around work document that the result is promoted in a modern literature study in Japan now,
and much result appears could connect it with the development to a new reading to depend,the study 
of the generation idea of the Shinobu Orikuchi work by the draft study to dig it up,and added new 
point of view to Japan modern literature study.In addition,in the ancient literature study , I 
pushed forward a new reception study based on a new appearance document

研究分野：日本近代文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
國學院大學が所蔵する折口信夫関係資料

（ⅰ.自筆原稿を含めた原稿資料、ⅱ．折口

信夫受取書簡資料、ⅲ．手帖・小型ノートな

どの手控え資料、ⅳ.年譜関連資料）は、ま

だその多く賀は整理・解読をなされないまま、

手つかずの状態にある。 

昨今、近代文学研究においては、作家の周

辺資料を丹念に収集し、作品の読みを再度検

討する研究や、作品の生成過程を子細に分析

して、作品そのものを多角的にとらえる草稿

研究が盛んになり、成果を生み出している。

そうした中、大正年間から昭和 28 年まで、

研究だけではなく、同時代文学にも深い影響

力と発言力を持っていた折口信夫の書簡資

料、周辺資料が整理分類され、分析されるこ

と、そして研究資料として多くの研究者に活

用されることは極めて重要なことである。 

さらにそれが整理解読分析されることは、折

口信夫が宗教学、民俗学、古典文学にも深い

造詣と研究業績を持っていたことを考える

と、こうした分野に極めて貴重な情報を提供

することになる。 

２．研究の目的 
従前折口信夫（釈迢空）研究は多くの研究

の積み重ねがあるが、「折口学」を標榜した

思想研究、作家研究が主で、作品研究におい

てもほとんどが全集本文を対象とした研究

に終始し、草稿、初出誌テクストなどの多様

なテクスト、周辺資料に着目し、本文が生成

される過程を分析する本文研究にほとんど

目が向けられてこなかった。折口信夫旧蔵資

料の解読、分析、評価から同時代文学を見通

すという研究は、多様で豊富な資料が残され

ていることもあって、それを新しい視座から

可能にする。旧蔵資料の解読と分析、評価そ

のものも、近代文学研究の新たな展開に資す

るデータを蓄積することを目的とする。 

本研究によって明らかにされる事実と成

果は、近代文学研究はもとより古典を含む日

本文学全体、宗教学、芸能学、民俗学といっ

た周辺諸学問に新たな事実と情報をもたら

すことになり、それを基盤にした新しい知見

の創造と展開が期待される。と同時に、折口

信夫研究においても、会素読、評価された草

稿資料によって、草稿研究の新たな地平が開

けることになる。 

 
３．研究の方法 
１．で述べたように折口信夫旧蔵資料は、 

（ⅰ）自筆原稿を含めた原稿資料、（ⅱ）折

口信夫受取書簡資料、（ⅲ）手帖・小型ノー

トなどの手控え資料、（ⅳ）年譜関連資料、

（ⅴ）諸コレクション、（ⅵ）折口文庫（旧

蔵図書・雑誌）に分類される。 

これらのうち、特に重要で、喫緊の整理・

解読・分析・評価が求められているのは（ⅰ）

～（ⅳ）までの資料である。この資料に関し

て次のような計画・方法で調査整理分析を行

っていく。 

（平成 26 年度） 

（1）折口旧蔵資料について従前の整理確認

による全体像把握。 

（2）現状の整理状況を再度確認したのちに、

不完全部分の整理と把握および情報の確認

補填を継続し、まずは資料群の全体的な把握

を行う。それをもとにして、研究会を開催し、

今後の資料調査、分析の対象、方向性の手順

を定める。 

（3）それに基づいて個別資料の整理、分析

に着手し、資料分類を行いながら、個別の資

料群の解読、分析を行う。 

（4）自筆原稿資料（ⅰ）の外形的情報を整

理して、データベースの骨格を完成させる。

また、受取書簡資料（ⅱ）および手帖・小型

ノートなどの手控え資料群（ⅳ）の全体像把

握を行い、こうした情報を個別データベース

に入れ込むとともに、個別資料の評価を行う。

加えて周辺資料群（ⅲ）の個別調査・分析・

評価を行う。 

上記の過程でそれぞれの分野における新

たな知見を見出すとともに、未公開資料を仕



分けする。これらの知見および情報は整理し

て、学会並びに研究会などの機会を活用して

公開発表する。 

（平成 27 年以降） 

自筆原稿資料（ⅰ）、受取書簡資料（ⅱ）

の解読を進め、その内容を翻刻しながら、そ

の資料のレベルを特定、仕分けする。またこ

うした情報をデータベースに入れ込み、デー

タベースを完成して公開する。これらの知

見・情報を折口信夫資料研究に活用、その成

果を発表する。 

周辺資料の調査を継続し、個別資料の位置

づけを行う。それら資料の同時代文学研究に

活用する可能性を検討し、発表する。 

古典分野における旧蔵資料の価値を発見

し、その具体的な研究方法を立案、実施し、

その成果を発表する。 

上記調査の過程で、必要に応じて研究打ち

合わせ、研究会をおこなって、新たに見出さ

れた知見、データを共有するとともに、適宜

以降の方針を修正する。 

 
４．研究成果 
 【平成 26 年度】 

 折口信夫旧蔵資料の整理・調査・分析につ

いて、代表者および各分担者の現状認識の確

認と今後の方針について協議するために第 1

回研究会議を開催（平雄正 26 年 9月 16 日：

岩手県立大学アイーナキャンパス）、研究代

表者・分担者が岩手県と東京都とに分住して

居ることを考慮して、調査において同一日程

での行動ができない場合については、各自で

調査を進めることを確認。その後、代表者が

國學院大學折口博士記念古代研究所代表者

と面談して、今回の調査の概要を説明した。   

現物調査の日程が確定するまでは、研究代

表者（松本博明）が保存している複写でもっ

て、受取書簡、自筆原稿等の自筆資料につい

て当該年度の目標である全体の外形把握お

よび、原資料の確認、データベースの構築方

法の設計、個別資料の評価を推進していくこ

とを決定した。 

 代表者の松本博明によって、折口旧蔵資料

について従前の整理確認による全体像把握

がほぼ完了。現状の整理状況を再度確認した

のちに、不完全部分の整理と把握および情報

の確認補填を継続。それに基づいて個別資料

の整理、分析に着手し、資料分類を行いなが

ら、個別の資料群の解読、分析が行われた。

その結果、自筆原稿資料の外形的情報を整理

して、データベースの骨格を完成。また、受

取書簡資料および手帖・小型ノートなどの手

控え資料群の全体像把握を行い、こうした情

報を個別データベースに入れ込むとともに、

個別資料の評価を行った。加えて周辺資料群

の個別調査・分析・評価を行い、外形的把握

が完了。 

分担者の庄司達也が受取書簡の整理要項

を作成、それに基づいて庄司、城崎によって

複写資料を用いての受取書簡の整理確認が

進められた。折口信夫受取書簡の全体像把握、

公開を目指し、斯界に情報を提供する重要な

一歩となった。 

 また、松本博明と須藤宏明は、自筆原稿お

よび関連資料の外形的把握調査を進め、加え

て同資料のデータベースの骨格を構築した。

その過程において資料分析を行った結果、新

たな資料を発見、後述する研究発表ならびに

学術論文を発表した。 

【平成 27 年度】 

平成 26 年度に引き続いて、決定した方法

によって折口信夫旧蔵資料の整理、分析をお

こなった。 

庄司達也、松本博明は、受取書簡の内昭和

4 年から 8 年にかけての資料について外形的

把握を完了、各情報要素（差出人、差出年月

日、消印日付、その他）について整理を行っ

た。そのうえで、基本データベースに情報を

入れて枠組みを完成、その内容について改め

て各資料の原資料との突き合せを行った。 

城崎陽子は昭和初期に折口信夫が改訂を



試みた自著『口訳万葉集』の原稿（牛島軍平

筆記）を通読し、その内容を精査分析、従前

の認識との齟齬を確認した。 

須藤宏明は、折口信夫と同時代に活躍した

川端康成などの作家とのかかわりを精査し

た。 

松本博明は、國學院大學折口博士記念古代

研究所が所蔵する旧蔵資料の整理と複写を

継続し、自筆原稿の整理をほぼ完了し、それ

らをデータベースとして構築した。また、折

口信夫の年譜改定に大きく寄与する生活資

料の整理を行い、当時の居住地周辺の調査を

進めるとともに、折口家家計簿の分析を行い、

生活面での情報を蓄積した。さらに、「国文

学の発生」第4稿の数種の自筆原稿について、

テクスト間の相違を分析し、その生成過程を

明らかにした。さらに、旧蔵資料の中の「民

俗学関係資料」の整理を進め、それらをデー

タベース化し、そこから明らかになる事実に

ついて発表した。 

こうした成果については、平成 27 年 7 月

18 日、10 月 14 日、12 月 9 日、平成 28 年 2

月 9日に研究会議を開催し、それぞれの成果

を持ち寄って発表を行い共有した。 

【平成 28 年度】 

 最終年度であることから、自筆原稿資料の

解読を進め、その内容を翻刻しながら、その

資料のレベルを特定、仕分けした。その情報

をデータベースに入れ込み、データベースを

完成させた。残念ながら全面公開には至って

いないが、活用できる段階にある。 

また、資料整理とデータベースの構築につ

いて確認を行うとともに、不完全部分の加補

を行った。それぞれ個別資料の整理分析を継

続し、その成果について研究発表、論文執筆

を行った、（５．主な発表論文等参照） 

 また、近代文学資料研究の研究者を集めて、

近代文学資料に関する勉強会を、八木書店を

会場に開催。真銅正弘氏をコメンテーターと

して、大木志門氏（山梨大学）が「徳田秋聲

と水上勉 ――二人の文学者資料のケース

から」、佐藤秀明（近畿大学）氏が「資料は

落ち着かない ――三島由紀夫「会計日記」」

と題して発表を行った。当日 20 人を超える

参加者が集まり、本科研費の成果とともに、

従前の資料研究の成果も含めた活発な討論

が交わされた。 
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